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▲情緒あるどう屋台

▲300本の幟旗で開催PR

▲仲間の声援を受け必死に綱を引く高校生▲高校生に負けまいと懸命な「横高と共に歩む会」

▲活気あふれる御輿担ぎ
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八
月
二
十
四
日
、
大
呂
愛
宕
祭

り
が
鳥
上
地
区
大
呂
地
内
で
行
わ

れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
お
よ
そ
三
百
年
以
上
の
歴
史
を

持
つ
こ
の
祭
り
で
は
、
毎
年
、
華

や
か
な
ど
う
屋
台
や
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
デ
コ
屋
台
な
ど
の
山
車
行

列
が
地
区
内
を
巡
行
し
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
夕
暮
れ
か
ら
山
車

行
列
が
、
地
区
内
を
進
み
、
大
呂

愛
宕
大
権
現
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
行
列
の
先
頭
を
進
む
、
ど
う
屋

台
に
は
、
華
や
か
な
衣
装
を
ま
と

っ
た
可
愛
ら
し
い
子
ど
も
た
ち
が
、

大
人
た
ち
の
笛
の
音
に
合
わ
せ
て
、

太
鼓
や
チ
ャ
ン
チ
ャ
の
音
色
を
響

か
せ
、
夏
祭
り
の
風
情
に
一
層
の

彩
り
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　
八
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の

両
日
、
三
成
愛
宕
祭
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
記
録
に
よ
る
と
、
一

七
一
一
年
か
ら
三
百
年
目
と
な
り
、

そ
の
節
目
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
場
周
辺
の
国
道
に
は
、
開
催

を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
商
工
会
三
成

支
部
の
協
力
に
よ
り
、
三
百
年
に

ち
な
み
三
百
本
の
赤
色
の
幟
旗
が

立
て
ら
れ
、
開
催
ム
ー
ド
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
二
十
四
日
の
本
祭
り
で
は
、
若

者
約
百
人
に
よ
る
「
仁
多
御
輿
連
」

の
御
輿
担
ぎ
や
仁
多
乃
炎
太
鼓
の

勇
壮
な
祭
囃
子
、
山
陰
を
中
心
に

活
躍
す
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
六
子
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ

や
「
世
界
と
つ
な
が
る
島
根
づ
く

り
助
成
金
事
業
」
で
招
い
た
、
韓

国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
伝
統
芸
能
、
醴
泉
通
明

（
イ
ェ
チ
ョ
ン
・
ト
ン
ミ
ョ
ン
）

農
謡
な
ど
、
多
彩
な
仁
輪
加
パ
レ

ー
ド
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
斐
伊
川
沿
い
で
は
、
約
一
千
発

の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
と
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
華
や
か
に
彩

ら
れ
た
夏
の
夜
空
を
眺
め
、
祭
り

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
通
り
に
は
多
く

の
露
店
が
並
び
、
多
く
の
人
出
で
、

夜
遅
く
ま
で
夏
祭
り
の
熱
気
に
満

た
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
出
雲
神
話
の
舞
台
で
あ
る
斐
伊

川
に
沿
っ
て
、
源
流
か
ら
河
口
ま

で
の
約
八
十
八
�
を
三
日
間
か
け

て
踏
破
す
る
「
お
ろ
ち
ウ
ォ
ー
ク
」

が
、
八
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九

日
ま
で
の
三
日
間
、
島
根
県
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
協
会
な
ど
が
組
織
す
る

実
行
委
員
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
十
三
年
に
始
ま
り
、
第
十

回
を
向
か
え
た
今
回
は
、
北
海
道

か
ら
熊
本
ま
で
全
国
各
地
か
ら
約

六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
開
催
十
回
目
を
記

念
し
建
立
さ
れ
た
記
念
碑
の
除
幕

式
が
、
参
加
者
・
関

係
者
出
席
の
も
と
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
踏
破
し
た
思
い

出
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
記
念
碑
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
は
、

往
復
十
�
の
船
通
山

登
山
に
挑
戦
し
、
夏

山
の
風
に
吹
か
れ
な

が
ら
、
爽
や
か
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　
二
日
目
か
ら
は
、

ヴ
ィ
ラ
船
通
山
「
斐

乃
上
荘
」
を
出
発
し
、

黄
金
色
に
色
づ
き
始

め
た
稲
穂
や
、
穏
や

か
に
流
れ
る
斐
伊
川
の
流
れ
を
眺

め
な
が
ら
、
出
雲
市
の
斐
伊
川
河

口
を
目
指
し
ま
し
た
。

夏
の
風
物
詩

夏
の
風
物
詩
三
成
三
成

大
呂
大
呂

愛
宕
祭
盛
大
に

愛
宕
祭
盛
大
に

斐伊川源流から河口まで斐伊川源流から河口まで8888㌔踏破踏破
　　おろちウォーク　　おろちウォーク
　　　　　　　　　　第1010回記念大会回記念大会

斐伊川源流から河口まで斐伊川源流から河口まで8888㌔踏破踏破
　　おろちウォーク　　おろちウォーク
　　　　　　　　　　第1010回記念大会回記念大会キ

ロ

キ
ロ

　
地
域
医
療
の
確
保
が
大
き
な
課

題
と
な
る
中
、
自
治
会
長
会
連
合

会
な
ど
の
住
民
組
織
の
代
表
者
五

人
が
発
起
人
と
な
り
、
「
奥
出
雲

町
地
域
医
療
確
保
推
進
協
議
会
」

の
設
立
総
会
が
、
八
月
三
十
日
、

奥
出
雲
健
康
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
自
治
会
長
会

連
合
会
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
な
ど
の

住
民
グ
ル
ー
プ
の
代
表
や
、
奥
出

雲
病
院
、
開
業
医
な
ど
の
医
療
関

係
者
の
ほ
か
、
福
祉
団
体
、
行
政

関
係
者
な
ど
約
五
十
人
で
構
成
さ

れ
ま
す
。

　
発
起
人
で
あ
り
協
議
会
会
長
に

就
い
た
自
治
会
長
会
連
合
会
の
岩

佐
捷
治
会
長
は
「
協
議
会
と
い
う

皆
さ
ん
の
集
ま
る
場
を
作
り
、
皆

さ
ん
と
と
も
に
、
地
域
医
療
を
考

え
行
動
す
る
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
地
域
医
療

を
守
る
た
め
の
連
携
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
ま
た
協
議
会
最
初
の
事
業
と
し

て
、
島
根
大
学
医
学
部
地
域
医
療

支
援
学
の
谷
口
栄
作
教
授
を
講
師

に
迎
え
、
「
奥
出
雲
の
地
域
医
療

を
考
え
る
」
と
題
し
た
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
谷
口
教
授
は
「
地
域
医
療
再
生

に
特
効
薬
は
な
い
」
と
し
な
が
ら

も
、
「
地
域
医
療
を
守
り
、
充
実

さ
せ
る
た
め
に
は
、
医
師
・
患
者
・

地
域
・
行
政
が
地
域
医
療
の
現
状

に
つ
い
て
、
共
通
認
識
を
持
ち
、

と
も
に
考
え
連
携
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
」
と
話
し
、
地
域
医
療
が

抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
て
の
糸

口
を
探
り
ま
し
た
。

　
今
後
協
議
会
で
は
、
医
療･

保

健･

介
護
及
び
福
祉
関
係
者
と
協

議
会
メ
ン
バ
ー
、
住
民
と
の
交
流

会
実
施
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
地

元
出
身
の
医
療
人
材
名
簿
の
作
成

や
面
接
活
動
な
ど
課
題
解
決
に
直

結
す
る
活
動
も
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。

地
域
医
療
を
守
る
た
め
連
携

地
域
医
療
を
守
る
た
め
連
携

奥
出
雲
町
地
域
医
療
確
保
推
進
協
議
会

奥
出
雲
町
地
域
医
療
確
保
推
進
協
議
会
設
立
設
立

　
横
田
高
校
生
と
地

元
稲
田
自
治
会
下
場

常
会
が
綱
引
き
で
対

決
す
る
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
が
、

九
月
二
日
、
高
校
体

育
祭
に
併
せ
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
井
上
町

長
と
下
場
常
会
で
組

織
し
た
「
横
高
と
共

に
歩
む
会
」
が
主
催

し
、
「
地
域
に
学
ぶ

子
ど
も
は
地
域
で
育

て
る
」
環
境
を
作
ろ

う
と
い
う
目
的
で
、

地
域
交
流
も
兼
ね
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
歩
む
会
を
代
表
し

て
井
上
町
長
が
、
負

け
た
場
合
に
は
、
校

門
下
通
学
路
の
草
刈

り
を
行
う
と
い
う
条

件
を
附
し
た「
挑
戦
状
」

を
読
み
上
げ
、
高
校

生
が
こ
れ
を
受
け
る

形
で
対
決
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
対
決
は
、
両
者
十

人
ず
つ
、
三
本
勝
負

で
行
わ
れ
、
生
徒
や

教
員
、
多
く
の
住
民

が
観
戦
し
、
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
る
中
、

歩
む
会
が
二
本
先
取

し
勝
利
し
ま
し
た
。

　
横
田
高
校
生
徒
会

長
の
山
守
宏
明
さ
ん

は
「
地
域
の
方
々
と

交
流
さ
せ
て
頂
き
、

こ
れ
か
ら
自
分
た
ち

が
社
会
に
出
て
い
く

上
で
、
と
て
も
良
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
横
田
高
校

の
佐
藤
勇
人
校
長
は

「
開
催
す
る
に
あ
た

り
不
安
な
面
も
あ
っ

た
が
、
生
徒
た
ち
が

話
し
合
い
、
無
事
や

り
遂
げ
て
く
れ
た
」

と
生
徒
た
ち
を
称
え

ま
し
た
。

　
大
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
こ
の
綱
引
き

対
決
は
、
高
校
生
、

歩
む
会
両
者
に
好
評

で
、
来
年
以
降
の
開

催
も
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

高校生高校生と地元住民地元住民が綱引き対決綱引き対決高校生高校生と地元住民地元住民が綱引き対決綱引き対決


